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まちのまなびや 
―小学校＋区民センター＋商業による学びの場の提案― 
 
Elementary school of the city 
―Elementary school ＋ Citizen center ＋Store― 
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Nowadays elementary schools exist in town as facilities. However I think places of 
studying for children should not be shut into facilities. Elementary school, want to 
positioned in the activities of the city. 
Therefore I want to connect elementary schools with Citizen center and commerce at 
this plan. 
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１． はじめに 
現在、小学校は一つの施設として都市の中に存在する。 
しかし、子供の学びの場は、一つの施設の中に閉じ込
められるのではなく、まちの活動の中で位置付けられて
ほしいと思う。 
そこで、本設計では、小学校＋区民センター＋商業の
複合を考える。 
設計にあたり、次の 2 つのことを主要なテーマとする。 
１）まちの活動と一体となる小学校 
まちの中は、学びの本質に満ちている。まちの中で起
こる出会いこそが学びの本質であり、その出会いこそが
学校の原点である。まちの中の 1 施設としての学校では
なく、まち全体が学校であるような、さまざまな出会い
がおきる場を計画する。 
小学校＋区民センター＋商業 
２）人の居場所をつくる 
室としての場ではなく、より柔軟な、人が場所を選ん
でゆくような人の居場所をつくる地形をつくっていきた
い。 
空間の領域を、床、壁、天井の操作によって生み出し、
異なる用途の場が分断されることなくゆるくつながる・
気配を感じるような空間領域の重なりを作りだし、場を
作っていく。 
重なる領域を生む場の設計 
 
２． ちいさな学校をめざしてー現状と対策 
 
 
図.1 江東区、中央区における小学校の教室不足 
 
マンション建設が盛んにおこなわれる場所において、
児童数の急激な増加により、教室不足がさけばれる小学
校が多数ある。教室不足を補うための場として、小さな
小学校をいくつかつくり、それが地域の拠点として点在
していく。小学校がもつコミュニティーの範囲を小さく
することでより密な出会いが生まれるように本計画では
計画したい。 
また、現在の日本の教育が、一学級約 30 人というそれ
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なりの人数の集団で教育を行っており、海外に見られる
ような、一学級 20 名以下で学習していく、ちいさな学校
を目指すために、学校を増やして行く。 
しかし、マンション建設により児童が増えても、いず
れは児童が減っていくので、小学校が、地域の記憶とし
て、そこで起きた人のつながりを保持する場として残っ
ていくものであってほしい。 
 
３． 対象敷地 
図.１の、○で囲まれた場所は、江東区、中央区における
教室不足（３０人学級が実現できていなところを含
む）がおきている小学校を示した図である。 
その問題に対応するよう、今回は、中央区月島を敷地
とし、設計を進めていく。 
 
 
  図２．計画敷地―月島 
 
本計画は、月島商店街沿いの、現在空き地の多い場所
を敷地とする。まちの活動がよく滲みだしてくる商店街
は、子供たちにとって格好の学びの場になることだろう。 
また、この敷地に現在建つ４つの店舗を建て替え、施
設のプログラムとして組み込むことで、小学校内に地域
の人々が気軽に入ってこれるよう計画する。 
敷地が小さいため、大きなグラウンドや体育館をとる
ことはできないが、近くの教育施設やスポーツ施設を借
り、地域全体を使って学んでいく。 
 
４． プログラム 
小学校（１学年１クラス）、区民センター（行政サービ
ス、子育て支援、地域図書、貸し会議室）、商業（既存
の４店舗建て替え）を同一敷地内で複合し計画する。 
 
５． 設計 
（１） 配置 
小学校の配置は子供の守られた遊び場であり、地域の広
場ともなる中庭を囲む形で、１学年１学級のクラスルー
ム、特別教室が、ひとつながりの導線として完結するよ
う配置される。 
市民センターは、埋立地である月島の、災害拠点として
利用できるよう、津波などの影響を考え主要な室を３層
目、GL＋7000 のレベルで、のまとまった空間とし、地
域図書や、行政カウンターなどの、地域の人がよく利用
するであろう用途を２，１階とし、小学校、特に低、中
学年教室を包むように、配置する。 
そして、この敷地で営まれている 4 つの店舗を、商店
街沿いに配置し、区民センター、商業に囲まれ、たくさ
んの眼に見守られた場として小学校が位置付けられる。 
 
 
  図３．施設構成 
 
（２） 空間構成 
本計画では、壁面の【ずらし】＋高さの調節による空間
領域の重なりにより、お互いの関係を保ちながら一体感
を生む。異なる用途の領域へも風景を広げ、多様な活動
が見えてくる場を作りだす。 
 
 
図４.壁面の操作 
 
a)操作① 
一つの大きな空間を分節し、場所を作っていく。 
壁（たれ壁）が示す見えない領域が、人に、場所のヒン
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トを与える。ずれをもったたれ壁によって領域を４つに
分けた空間は、斜め方向にのびる２つの場と、尐し閉じ
た２つの場の集積となる。 
また、外壁（床）が持つ領域と、たれ壁をずらすことで
４つの空間に違いを持たせる。この操作は、主に小学校
の教室で用いられ、教室が、箱としてあるのではなくて、
さまざまな場の集積でできるようになる。 
 
 
図５．空間モデル１ 
 
b)操作② 
一つの大きな空間の中に、壁によって人の流れとたまり
をうみだし、それによって場所の領域を重ねていく。 
２つの壁の分離によって場所が生まれ、壁の高さ、開口
の大きさによって、領域のつながりの強さが変化する。 
この操作は、主に区民センターで用いられ、大きな場所
を緩く分節し、多様な利用方法に順応できるよう考える。 
 
図 6．空間モデル２ 
 
 
 
 
 
（３） シーン 
 
図 7.断面パース 
 
図 7．で示したよう、中庭に対してさまざまな活動があ
ふれだしてくる。 
 
 
 
図 8.区民センターより小学校を見る 
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